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る。球対称な Fermi面の場合、秩序パラメータは Cooper対の軌道角運動量tで分類され、 t= 0, 





V ( l{・｝｛＇） = -go-3g1K・｝｛＇ （め＞g1>0)




ある。 Cooper対の重心運動量qが有限の値である FF状態においては必然的に s-p混成が起こり、
その混成が大幅に FF状態を増強し、上部臨界磁場を大きくするとともに、 FF状態の上限温度を





G＝ー ユ一一＿＿＿＿！ー (= ln2包）
gl N(O) goN(O) T c1 
と定義される。図は G=0.2の場合である。 N( 0）は Fermi面上の状態密度を表し、 Teo、 Teiは
それぞれ純粋なs波超伝導の転移温度、純粋な p波超伝導の転移温度を示す。また、超伝導転移温
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